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第 １ 章  計 画 の 策 定 に あ た っ て  

 

１  計 画 の 概 要  

  本 計 画 は 「 障 害 者 総 合 支 援 法 」 第 ８ ８ 条 第 ２ 項 に 基 づ く ｢市 町

村 計 画 ｣と し て 策 定 す る も の で 、 本 市 と し て の 第 ４ 期 目 の 「 障 が

い 福 祉 計 画 」 で あ り 、 平 成 ２ ７ 年 度 か ら 平 成 ２ ９ 年 度 の ３ 年 間 を

計 画 期 間 と し ま す 。  

  障 が い 福 祉 サ ー ビ ス 及 び 相 談 支 援 、 地 域 生 活 支 援 事 業 等 が 計 画

的 に 提 供 さ れ る よ う 、 国 の 基 本 方 針 に 基 づ き 「 福 祉 施 設 の 入 所 者

の 地 域 生 活 へ の 移 行 」 、 「 入 院 中 の 精 神 障 が い 者 の 地 域 生 活 へ の

移 行 」 、 「 福 祉 施 設 か ら の 一 般 就 労 へ の 移 行 」 、 「 地 域 生 活 支 援

拠 点 の 整 備 」 に つ い て 、 成 果 目 標 を 設 定 す る と と も に 、 平 成 ２ ７

年 度 か ら 平 成 ２ ９ 年 度 ま で の ３ 年 間 に お け る 各 サ ー ビ ス 見 込 量 を

定 め る も の で す 。  

 

２  「 障 害 者 総 合 支 援 法 」 の 見 直 し へ の 対 応  

「 障 害 者 総 合 支 援 法 」 で は 施 行 後 ３ 年 の 見 直 し と し て 、 「 常 時

介 護 を 要 す る 障 が い 者 等 に 対 す る 支 援 、 移 動 や 就 労 の 支 援 そ の 他

の 障 が い 福 祉 サ ー ビ ス の あ り 方 」 や 「 障 が い 支 援 区 分 の 認 定 を 含

め た 支 給 決 定 の あ り 方 」 等 の 検 討 が 行 わ れ る こ と と な っ て い る こ

と か ら 、 法 の 見 直 し の 詳 細 が 明 ら か に な っ た 段 階 で 、 国 や 大 阪 府

と も 調 整 を 図 り な が ら 、 本 計 画 の 見 直 し の 必 要 性 に つ い て 適 切 に

対 応 し ま す 。  

 

３  計 画 の 分 析 ・ 評 価  

本 計 画 に お い て 設 定 す る 成 果 目 標 に つ い て は 、 活 動 指 標 （ 各 障

が い 福 祉 サ ー ビ ス 等 の 利 用 実 績 等 ） の 活 用 も 図 り つ つ 、 そ の 進 捗

状 況 の 把 握 ・ 分 析 を 行 い 、 そ の 結 果 に つ い て は 、 大 阪 市 障 が い 者

推 進 協 議 会 並 び に 各 専 門 部 会 へ 報 告 し 、 協 議 会 へ そ の 評 価 ・ 分 析
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に 対 す る 意 見 を 求 め る と と も に 、 広 く 市 民 に 公 表 し ま す 。  

ま た 、 同 協 議 会 等 で の 意 見 に 基 づ き 、 本 計 画 の 見 直 し そ の 他 の

必 要 な 措 置 を 講 じ ま す 。  

 

４  障 が い の あ る 児 童 へ の 支 援 に つ い て  

  障 が い の あ る 児 童 へ の 支 援 に つ い て は 、 新 た に 障 が い 児 支 援  

サ ー ビ ス の 見 込 量 を 定 め る こ と に よ り 、 施 策 の 進 捗 状 況 を 把 握 し 、

障 が い の あ る 児 童 へ の 支 援 の 推 進 ・ 充 実 を 図 り ま す 。  
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第 ２ 章  成 果 目 標 に つ い て  

 

１  入 所 施 設 利 用 者 の 地 域 移 行  

（ １ ） 目 標 数 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 末 時 点 ）  

地 域 移 行 数  

・ ２ ３ ８ 人  

 

 施 設 入 所 者 数  

  ・ １ ， ４ ３ ５ 人  →  １ ， ３ ６ １ 人  

 

※  障 が い 児 施 設 を 利 用 す る １ ８ 歳 以 上 の 人 の 地 域 移 行 に つ い て

は 、 本 計 画 に 含 ん で い ま せ ん が 、 市 と し て は よ り 一 層 の 取 り 組

み を 行 い ま す 。  

 

（ ２ ） 目 標 数 値 の 考 え 方  

地 域 移 行 数 に つ い て 、 第 ３ 期 計 画 に お け る 国 の 基 本 指 針 で は 平

成 １ ７ 年 １ ０ 月 １ 日 時 点 の 施 設 入 所 者 数 （ １ ， ７ ６ ０ 人 ） の ３ 割

以 上 （ ５ ２ ８ 人 ） を 目 標 数 値 と し て 設 定 す る よ う 示 さ れ て い ま し

た 。  

本 市 の 第 ３ 期 計 画 に お い て は 平 成 ２ ２ 年 度 末 現 在 の 地 域 移 行 者

数 ４ ６ ２ 人 に 、 大 阪 府 が 実 施 し た 地 域 生 活 移 行 に 関 す る 調 査 に よ

り 、 大 阪 市 か ら 施 設 入 所 し た 人 の 中 で 、 施 設 に よ り 地 域 移 行 に 向

け た 支 援 内 容 が 個 別 支 援 計 画 に 書 か れ て い る 施 設 入 所 者 の ３ ３ ６

人 を 加 え た ７ ９ ８ 人 が 平 成 ２ ６ 年 度 末 ま で に 地 域 移 行 す る も の と

し て 、 目 標 数 値 を 設 定 し ま し た が 、 平 成 ２ ６ 年 度 末 見 込 で は  

７ ４ ４ 人 と な っ て い ま す 。  

本 市 に お い て は 、 金 剛 コ ロ ニ ー か ら の 地 域 移 行 者 を 別 途 加 算 し

て き た 経 過 か ら 、 第 ４ 期 計 画 に お い て は 、 国 の 基 本 指 針 に 基 づ き 、

平 成 ２ ５ 年 度 末 の 施 設 入 所 者 数 （ １ ， ４ ３ ５ 人 ） の う ち 、 金 剛 コ
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ロ ニ ー 入 所 者 （ ６ １ 人 ） を 除 い た 入 所 者 （ １ ， ３ ７ ４ 人 ） の  

１ ２ ％ （ １ ６ ５ 人 ） に 、 地 域 移 行 の 希 望 を 持 っ て い る 金 剛  

コ ロ ニ ー 入 所 者 （ １ ９ 人 ） を 加 え 、 さ ら に 第 ３ 期 計 画 に お け る 未

達 成 者 （ ５ ４ 人 ） を 加 え た ２ ３ ８ 人 を 地 域 移 行 す る も の と し て 設

定 し ま す 。  

  施 設 入 所 者 数 に つ い て 、 第 ３ 期 計 画 で は 、 第 ２ 期 計 画 か ら の 削

減 率 が 推 移 す る も の と し て 、 平 成 ２ ６ 年 度 末 時 点 に お け る 入 所 者

数 を １ ， ４ ５ １ 人 と 設 定 し ま し た 。 第 ４ 期 計 画 に お い て は 、  

第 ３ 期 計 画 の 目 標 数 値 を 上 回 る ペ ー ス で 削 減 が 進 ん で い る こ と か

ら 、 国 の 基 本 指 針 に 基 づ き 、 平 成 ２ ５ 年 度 末 の 施 設 入 所 者 数  

（ １ ， ４ ３ ５ 人 ） か ら 金 剛 コ ロ ニ ー 入 所 者 （ ６ １ 人 ） を 除 い た 施

設 入 所 者 数 （ １ ， ３ ７ ４ 人 ） の ４ ％ （ ５ ５ 人 ） に 地 域 移 行 の 希 望

を 持 っ て い る 金 剛 コ ロ ニ ー 入 所 者 （ １ ９ 人 ） を 加 え た ７ ４ 人 を 削

減 す る こ と と し 、 平 成 ２ ９ 年 度 末 時 点 で の 施 設 入 所 者 数 を  

１ ， ３ ６ １ 人 と 設 定 し ま す 。  

 

〔 参 考 〕  国 の 「 基 本 指 針 」  

・ 平 成 １ ７ 年 １ ０ 月 か ら 平 成 ２ ４ 年 度 末 ま で の 平 均 伸 び 率 を 踏 ま え 、

平 成 ２ ５ 年 度 末 時 点 の 施 設 入 所 者 数 の １ ２ ％ 以 上 の 地 域 生 活 へ の

移 行 と 、 現 計 画 で 定 め る 平 成 ２ ６ 年 度 末 ま で の 施 設 入 所 者 の 地 域

生 活 へ の 移 行 実 績 が 目 標 に 満 た な い と 見 込 ま れ る 割 合 を 加 え て 設

定 。  

・ 平 成 ２ ５ 年 度 末 時 点 の 施 設 入 所 者 数 の ４ ％ 以 上 の 削 減 と 、 現 計 画

で 定 め る 平 成 ２ ６ 年 度 末 ま で の 施 設 入 所 者 の 削 減 数 の 実 績 が 目 標

に 満 た な い 割 合 を 加 え て 設 定 。  

 

※ 児 童 福 祉 法 の 改 正 に よ り 、 18 歳 以 上 の 入 所 者 に つ い て 「 障 害 者

総 合 支 援 法 」 に 基 づ く 障 が い 者 支 援 施 設 等 と し て 利 用 さ せ る こ と

と し た 施 設 入 所 者 を 除 い て 設 定 す る 。   
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２  入 院 中 の 精 神 障 が い の あ る 人 の 地 域 移 行  

（ １ ） 目 標 数 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 時 点 ）  

①  入 院 後 ３ か 月 時 点 で 退 院 す る 人 の 割 合 を 、 現 在 の 平 均 退 院 率  

６ ２ ％ か ら ６ ４ ％ に 引 き 上 げ る 。  

②  入 院 後 １ 年 時 点 で 退 院 す る 人 の 割 合 を 、 現 在 の 平 均 退 院 率  

９ ０ ％ か ら ９ １ ％ に 引 き 上 げ る 。  

③  在 院 期 間 が １ 年 以 上 の 入 院 者 数 を 、 現 在 よ り １ ８ ％ 減 少 さ せ

る 。  

 

（ ２ ） 目 標 数 値 の 考 え 方  

①  平 成 ２ ４ 年 度 大 阪 府 在 院 患 者 調 査 （ 平 成 ２ ４ 年 ６ 月 ３ ０ 日 調

査 ） で は 、 入 院 後 ３ か 月 時 点 に お け る 平 均 退 院 率 は ６ ２ ％ で あ

る こ と を 踏 ま え 、 平 成 ２ ９ 年 度 に お け る 入 院 後 ３ カ 月 時 点 に お

け る 平 均 退 院 率 に つ い て 、 国 の 基 本 指 針 と 同 等 の ６ ４ ％ 以 上 と

目 標 設 定 し ま す 。  

②  平 成 ２ ４ 年 度 大 阪 府 在 院 患 者 調 査 （ 平 成 ２ ４ 年 ６ 月 ３ ０ 日 調

査 ） で は 、 入 院 後 １ 年 時 点 に お け る 平 均 退 院 率 は ９ ０ ％ で 、 平

成 ２ ６ 年 ４ 月 の 精 神 保 健 福 祉 法 改 正 に よ り 精 神 科 病 院 の 入 院 者

の 退 院 を 促 進 す る 「 退 院 後 生 活 環 境 相 談 員 」 の 設 置 が 義 務 づ け

ら れ た こ と も 踏 ま え 、 平 成 ２ ９ 年 度 に お け る 入 院 後 １ 年 時 点 に

お け る 平 均 退 院 率 に つ い て 、 国 の 基 本 指 針 と 同 等 の ９ １ ％ 以 上

と 目 標 設 定 し ま す 。  

③  平 成 ２ ４ 年 度 大 阪 府 在 院 患 者 調 査 （ 平 成 ２ ４ 年 ６ 月 ３ ０ 日 調

査 ） で は 、 ６ 月 末 時 点 の １ 年 以 上 の 長 期 在 院 者 数 は ２ ,７ ５ ６

人 で 国 の 基 本 指 針 で あ る １ ８ ％ 以 上 削 減 す る と 平 成 ２ ９ 年 度 の

１ 年 以 上 長 期 在 院 者 数 の 目 標 値 は ２ ,２ ６ ０ 人 と な り ま す 。  

第 ４ 期 計 画 に お い て は 、 以 下 の ３ 要 素 を 踏 ま え 、 平 成 ２ ９ 年

６ 月 末 時 点 の 長 期 在 院 者 数 を 平 成 ２ ４ 年 度 ６ 月 末 時 点 の 長 期 在

院 者 数 か ら １ ８ ％ 以 上 の 削 減 と 目 標 設 定 し ま す 。  
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【 考 慮 す る 要 素 】  

( 1 )  過 去 ５ 年 間 の １ 年 以 上 長 期 在 院 者 の 平 均 減 少 率 は  

３ ． ４ ％ で 、 平 成 ２ ９ 年 度 の １ 年 以 上 長 期 在 院 者 の 推 計 値

は ２ ,３ １ ８ 人 で あ る 。   

( 2 )  入 院 後 １ 年 時 点 の 退 院 率 を １ ％ 以 上 上 昇 し 、 新 た な 長 期

在 院 者 数 を 減 ら す 。  

( 3 )  地 域 移 行 支 援 に よ る 長 期 在 院 者 の 地 域 移 行 数 を 精 神 科 病

院 と の 連 携 を 強 化 し 、 第 ３ 期 目 標 数 値 と 同 等 の ６ ０ 人 と す

る 。  

 

〔 参 考 〕  国 の 「 基 本 指 針 」  

１  平 成 ２ ９ 年 度 に お け る 入 院 後 ３ か 月 時 点 の 退 院 率 を ６ ４ ％ 以

上 と す る こ と 。  

２  平 成 ２ ９ 年 度 に お け る 入 院 後 １ 年 時 点 の 退 院 率 を ９ １ ％ と す

る こ と 。  

３  平 成 ２ ９ 年 ６ 月 末 時 点 の 長 期 在 院 者 数 を 平 成 ２ ４ 年 度 ６ 月 末

時 点 の 長 期 在 院 者 数 か ら １ ８ ％ 以 上 削 減 す る こ と 。  
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３  福 祉 施 設 か ら の 一 般 就 労  

（ １ ） 目 標 数 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 時 点 ）  

①  福 祉 施 設 (就 業 ・ 生 活 支 援 セ ン タ ー 及 び 職 業 能 力 開 発 訓 練 施

設 を 含 む )か ら 一 般 就 労 へ の 移 行 者 数 を ６ ８ ０ 人 と す る 。  

 ②  就 労 移 行 支 援 事 業 の 利 用 者 数 を ８ ２ ９ 人 と す る 。  

 ③  就 労 移 行 支 援 事 業 所 に つ い て 、 就 労 移 行 率 が ３ 割 以 上 の 事 業

所 の 割 合 を 全 体 の ５ ０ ％ 以 上 と す る 。  

 

（ ２ ） 目 標 数 値 の 考 え 方  

第 ３ 期 計 画 に お い て は 、 国 の 基 本 指 針 に 沿 っ て 平 成 １ ７ 年 度 の

一 般 就 労 へ の 移 行 実 績 の ４ 倍 に あ た る ３ ４ ０ 人 と 設 定 し て い ま し

た 。  

第 ３ 期 計 画 期 間 ま で に お け る 一 般 就 労 へ の 移 行 者 数 は 、 す で

に 目 標 数 値 を 相 当 数 上 回 っ て （ 国 の 基 本 指 針 と 比 較 し て 、  

約 １ ． ２ ５ 倍 に あ た る ４ ２ ０ 人 ） い ま す が 、 障 が い 者 就 業 ・ 生

活 支 援 セ ン タ ー が 中 心 と な っ て 就 労 移 行 支 援 事 業 所 等 関 係 機 関

と の 連 携 強 化 を 図 る こ と に よ り 、 第 ４ 期 計 画 に お い て は 国 の 基

本 指 針 も 勘 案 し 、 第 ３ 期 計 画 の 目 標 数 値 の ２ 倍 に あ た る ６ ８ ０

人 を 目 標 数 値 と し て 設 定 す る こ と と し ま す 。  

ま た 、 就 労 移 行 支 援 事 業 所 の 利 用 者 数 及 び 事 業 所 の 就 労 移 行 率

に つ い て は 、 国 の 基 本 指 針 に 基 づ い た 設 定 と し 、 平 成 ２ ５ 年 度 末

の 利 用 者 （ ５ １ ８ 人 ） の ６ 割 増 で あ る ８ ２ ９ 人 と す る と と も に 、

就 労 移 行 率 が ３ 割 以 上 の 事 業 所 の 割 合 を 平 成 ２ ５ 年 度 実 績 の  

４ ２ ． ５ ％ か ら ５ ０ ． ０ ％ へ 引 き 上 げ る こ と を 目 標 と し ま す 。  
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〔 参 考 〕  国 の 「 基 本 指 針 」  

・ 平 成 ２ ４ 年 度 の 一 般 就 労 へ の 移 行 実 績 の ２ 倍 以 上 と す る こ と を 基

本 と し て 設 定 。  

・ 上 記 目 標 を 達 成 す る た め 、 平 成 ２ ５ 年 度 末 の 就 労 移 行 支 援 事 業 所

の 利 用 者 数 を ６ 割 以 上 増 加 す る と と も に 、 就 労 移 行 支 援 事 業 所 の

う ち 、 就 労 移 行 率 が ３ 割 以 上 の 事 業 所 を 全 体 の ５ 割 以 上 と す る こ

と を め ざ す 。  

 

 ※  目 標 数 値 の 実 現 に 向 け て 、 第 ２ 部 第 ３ 章 「 地 域 で 学 び 働 く た

め に （ ６ ） 福 祉 施 設 か ら の 一 般 就 労 」 に 従 っ て 取 り 組 み ま す 。  



 

98 

 

４  地 域 生 活 支 援 拠 点 等 の 整 備  

障 が い の あ る 人 の 地 域 生 活 の 支 援 に つ い て は 、 大 阪 市 障 が い 者

支 援 計 画 等 に 基 づ き 取 り 組 み を 進 め て い る と こ ろ で す が 、 親 の 高

齢 化 に よ り 生 活 に 困 難 を き た し て い る ケ ー ス や 、 障 が い の あ る 人

が 重 度 化 ・ 高 齢 化 し て も サ ー ビ ス に つ な が っ て い な い ケ ー ス 、 緊

急 対 応 や 虐 待 対 応 が 必 要 と さ れ る ケ ー ス が あ り 、 相 談 支 援 体 制 並

び に コ ー デ ィ ネ ー ト 機 能 の 強 化 ・ グ ル ー プ ホ ー ム の 設 置 促 進 ・ 緊

急 時 の 受 け 入 れ な ど 地 域 生 活 支 援 の 機 能 を さ ら に 強 化 し て い く 必

要 が あ り ま す 。  

  国 に お い て は 、 第 ４ 期 計 画 の 目 標 設 定 の １ つ と し て 、 障 が い 者

の 地 域 生 活 を 支 援 す る 機 能 （ 相 談 、 体 験 の 機 会 ・ 場 、 緊 急 時 の 受

け 入 れ ・ 対 応 、 専 門 性 、 地 域 の 体 制 づ く り 等 ） の 集 約 等 を 行 う 拠

点 等 に つ い て 、 平 成 ２ ９ 年 度 末 ま で に 各 市 町 村 ま た は 各 圏 域 に 少

な く と も １ つ の 拠 点 等 を 整 備 す る こ と と さ れ て い ま す 。  

本 市 に お い て も 障 が い 者 の 地 域 生 活 を 支 援 す る 機 能 を 高 め て い

く た め 、 既 存 の 取 り 組 み 事 業 と の 整 理 も 行 い な が ら 、 拠 点 の 整 備

に つ い て 、 事 業 者 同 士 が 連 携 し て 地 域 生 活 を 支 え る 面 的 な 体 制 整

備 も 含 め た 検 討 を 進 め て い き ま す 。  

 

 

〔 参 考 〕  国 の 「 基 本 指 針 」  

・ 障 が い 者 の 高 齢 化 ・ 重 度 化 や 「 親 亡 き 後 」 を も 見 据 え 、 地 域 の 体

制 づ く り を 行 う 機 能 を さ ら に 強 化 す る 必 要 が あ る 。  

・ 地 域 生 活 支 援 の 機 能 を 集 約 し 、 グ ル ー プ ホ ー ム や 障 が い 者 支 援 施

設 に 付 加 し た 拠 点 の 整 備 に つ い て 、 平 成 ２ ９ 年 度 末 ま で に 各 市 町

村 ま た は 各 圏 域 に 少 な く と も 一 つ を 整 備 す る こ と を 基 本 と す る 。  
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第 ３ 章  各 年 度 の 指 定 障 が い 福 祉 サ ー ビ ス ま た は 指 定 相 談 支 援  

ご と の 必 要 な 量 の 見 込 み  

 

訪 問 系 サ ー ビ ス ・ 日 中 活 動 系 サ ー ビ ス ・ 居 住 系 サ ー ビ ス 等 に つ い

て 、 現 在 の 利 用 者 数 を 基 礎 と し つ つ 、 近 年 の 利 用 者 数 の 伸 び や 、 施

設 ・ 病 院 か ら の 地 域 移 行 に と も な う ニ ー ズ な ど を 踏 ま え て 、 必 要 な

サ ー ビ ス 量 を 見 込 み ま す 。  

な お 、 今 後 予 定 さ れ て い る 制 度 の 見 直 し 等 に よ っ て 利 用 ニ ー ズ が

変 化 す る こ と も 考 え ら れ る こ と か ら 、 各 年 度 に お け る そ れ ぞ れ の 事

業 の 見 込 量 の 確 保 に あ た っ て は 、 そ の よ う な 利 用 ニ ー ズ の 変 化 に も

柔 軟 に 対 応 で き る よ う 努 め て い く こ と と し ま す 。  

ま た 、 本 計 画 数 値 は 必 要 な サ ー ビ ス 量 の 見 込 み で あ り 、 こ れ を 提

供 量 の 上 限 と す る こ と を 意 図 す る も の で は あ り ま せ ん 。  

 

１ 訪 問 系 サ ー ビ ス 及 び 短 期 入 所  

（ １ ） 訪 問 系 サ ー ビ ス （ 居 宅 介 護 ・ 同 行 援 護 ・ 重 度 訪 問 介 護 ・ 行 動  

援 護 ・ 重 度 障 が い 者 等 包 括 支 援 ）  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

居 宅 介 護  

月あたり利用人員  

 及 び 利 用 時 間  

9 , 9 4 7 人  

2 1 6 , 8 4 1 時 間  

1 0 , 9 4 2 人  

2 3 8 , 5 2 5 時 間  

1 2 , 0 3 6 人  

2 6 2 , 3 7 8 時 間  

同 行 援 護  

月あたり利用人員  

及 び 利 用 時 間  

1 , 2 1 4 人  

3 3 , 9 9 2 時 間  

1 , 2 8 7 人  

3 6 , 0 3 1 時 間  

1 , 3 6 0 人  

3 8 , 0 7 1 時 間  

重 度 訪 問 介 護  

 月あたり利用人員  

 及 び 利 用 時 間  

1 , 9 4 5 人  

2 7 5 , 1 9 4 時 間  

2 , 1 6 2 人  

3 0 5 , 9 4 7 時 間  

2 , 2 9 2 人  

3 2 4 , 3 0 6 時 間  

行 動 援 護  

 月あたり利用人員  

 及 び 利 用 時 間  

2 4 8 人  

5 , 3 1 3 時 間  

2 8 2 人  

6 , 0 4 4 時 間  

3 1 1 人  

6 , 6 6 4 時 間  
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訪問系サービス合計 
1 3 , 3 5 4 人  

5 3 1 , 3 4 0 時 間  

1 4 , 6 7 3 人  

5 8 6 , 5 4 7 時 間  

1 5 , 9 9 9 人  

6 3 1 , 4 1 9 時 間  

訪 問 系 サ ー ビ ス は 、 着 実 に 利 用 が 増 加 し て お り 、 今 後 に お い て も

障 が い の あ る 人 の 生 活 を 支 え る サ ー ビ ス と し て の ニ ー ズ は 高 く 、 同

様 の 増 加 が 見 込 ま れ る こ と か ら 、 近 年 の サ ー ビ ス の 伸 び 率 を 基 本 と

し て 、 ２ ７ 年 度 以 降 の 見 込 量 を 設 定 し ま す 。  

重 度 訪 問 介 護 に つ い て は 、 平 成 ２ ６ 年 度 か ら 対 象 者 が 拡 大 さ れ た

こ と に 伴 い 、 知 的 障 が い 者 等 の 利 用 増 加 も 勘 案 し て 見 込 量 を 設 定 す

る と と も に 、 居 宅 介 護 ・ 行 動 援 護 に つ い て は 、 重 度 訪 問 介 護 へ 移 行

す る 利 用 者 の 影 響 を 勘 案 し て 見 込 量 を 設 定 し ま す 。  

重 度 障 が い 者 等 包 括 支 援 は 、 現 在 の と こ ろ 大 阪 市 で は 利 用 者 が い

な い サ ー ビ ス で あ り 、 今 後 も 利 用 が 見 込 ま れ な い た め 、 利 用 者 0 人

の 見 込 み と し ま す 。  

 

 ( 2 )  短 期 入 所  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

月 あたり利用人員 

 及 び 利 用 日 数  

9 4 7 人  

6 , 1 0 7 日  

1 , 0 2 7 人  

6 , 6 2 8 日  

1 , 1 0 8 人  

7 , 1 4 7 日  

 短 期 入 所 は 、 着 実 に 利 用 が 増 加 し て き て お り 、 今 後 に お け る 利 用

ニ ー ズ も 高 い た め 、 直 近 の 増 加 状 況 を 踏 ま え 見 込 量 を 設 定 し ま す 。  

 

２  日 中 活 動 系 サ ー ビ ス   

( 1 )  生 活 介 護  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

月 あたり利用人員 

 及 び 利 用 日 数  

6 , 1 4 0 人  

1 0 5 , 0 8 4 日  

6 , 3 4 0 人  

1 0 9 , 6 8 2 日  

6 , 5 4 0 人  

1 1 3 , 1 4 2 日  

 生 活 介 護 は 、 着 実 に 利 用 が 増 加 し て き て お り 、 今 後 に お い て も 重

度 障 が い の あ る 人 の 日 中 活 動 を 支 え る サ ー ビ ス と し て の ニ ー ズ は 高
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く 、 こ れ ま で と 同 様 の ペ ー ス で 新 規 事 業 所 が 開 設 さ れ 、 サ ー ビ ス 利

用 者 数 が 増 加 す る も の と し て 、 直 近 の 増 加 状 況 を 踏 ま え て 見 込 量 を

設 定 し ま す 。  

 

 ( 2 )  自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ）  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

月 あたり利用人員 

 及 び 利 用 日 数  

9 0 人  

1 , 2 5 5 日  

9 0 人  

1 , 2 5 5 日  

9 0 人  

1 , 2 5 5 日  

 自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） の 利 用 状 況 は 概 ね 一 定 の 水 準 で 推 移 し て お

り 、 ま た サ ー ビ ス 提 供 が 可 能 な 設 備 や 人 員 体 制 を 整 備 し て い る 事 業

所 が 限 ら れ る た め 、 新 規 事 業 所 の 増 加 も 見 込 め な い 状 況 が あ り ま す 。

そ の た め 、 今 後 も 現 在 の サ ー ビ ス 提 供 量 が 継 続 す る も の と し て 見 込

量 を 設 定 し ま す 。  

 

 ( 3 )  自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ）  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

月 あたり利用人員 

 及 び 利 用 日 数  

3 4 8 人  

6 , 3 9 9 日  

3 5 5 人  

6 , 5 3 4 日  

3 6 2 人  

6 , 6 6 9 日  

 自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） は 、 精 神 障 が い 者 社 会 復 帰 施 設 や 通 勤 寮 等

か ら の 移 行 に よ り 、 利 用 者 が 大 幅 に 増 加 し ま し た が 、 今 後 に お け る

見 込 量 と し て は 、 現 在 の 利 用 者 数 に 加 え て 、 直 近 の 通 所 に よ る 生 活

訓 練 の 利 用 者 の 傾 向 を 反 映 し て 見 込 量 と し ま す 。  

 

 ( 4 )  就 労 移 行 支 援  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

月 あたり利用人員 

 及 び 利 用 日 数  

6 6 8 人  

1 0 , 7 5 5 日  

7 4 3 人  

1 1 , 9 6 2 日  

8 1 8 人  

1 3 , 1 7 0 日  

 就 労 移 行 支 援 は 、 成 果 目 標 と し て 平 成 ２ ９ 年 度 末 の 利 用 者 数 を  
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８ ２ ９ 人 と し て お り 、 目 標 数 値 に 基 づ い た 見 込 量 と し ま す 。  

 

 ( 5 )  就 労 継 続 支 援 Ａ 型  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

月 あたり利用人員 

 及 び 利 用 日 数  

8 7 1 人  

1 5 , 8 5 2 日  

9 2 1 人  

1 6 , 7 6 2 日  

9 7 1 人  

1 7 , 6 7 2 日  

 就 労 継 続 支 援 Ａ 型 は 多 く の 事 業 所 が 開 設 し 、 利 用 が 急 増 し て い ま

す が 、 今 後 に お け る 見 込 量 と し て は 、 引 き 続 き 一 定 規 模 の 事 業 所 の

開 設 を 見 込 ん で 見 込 量 を 設 定 し ま す 。  

 

 ( 6 )  就 労 継 続 支 援 Ｂ 型  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

月 あたり利用人員 

 及 び 利 用 日 数  

3 , 5 5 7 人  

6 0 , 6 3 2 日  

3 , 7 9 7 人  

6 1 , 1 3 2 日  

4 , 0 3 7 人  

6 4 , 9 9 6 日  

 就 労 継 続 支 援 Ｂ 型 は 、 着 実 に 利 用 が 増 加 し て き て お り 、 今 後 に お

け る 利 用 ニ ー ズ も 高 く 、 こ れ ま で の 実 績 と 同 様 の 増 加 が 見 込 ま れ る

も の と し て 、 直 近 の 増 加 状 況 を 踏 ま え て 見 込 量 を 設 定 し ま す 。  

 

 ( 7 )  療 養 介 護  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

月 あたり利用人員 1 6 人  1 6 人  1 6 人  

療 養 介 護 の 利 用 状 況 は 、 概 ね 一 定 の 水 準 で 推 移 し て お り 今 後 も 現

在 の サ ー ビ ス 提 供 量 が 継 続 す る も の と し て 見 込 量 を 設 定 し ま す 。   
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３  居 住 系 サ ー ビ ス  

 ( 1 )  共 同 生 活 援 助 （ グ ル ー プ ホ ー ム ）  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

月 あたり利用人員 1 , 9 6 9 人  2 , 1 3 9 人  2 , 3 0 9 人  

グ ル ー プ ホ ー ム は 、 着 実 に 実 績 が 伸 び て い る も の の 、 さ ま ざ ま な

困 難 さ か ら 計 画 見 込 量 を 下 回 っ て 推 移 し て い ま す 。 障 が い の あ る 人

の 地 域 生 活 を 支 え る 重 要 な サ ー ビ ス で あ り 、 引 き 続 き こ れ ま で の 水

準 に 基 づ い た 見 込 量 を 設 定 し ま す 。  

 

 ( 2 )  施 設 入 所 支 援  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

月 あたり利用人員 1 , 4 0 5 人  1 , 3 9 1 人  1 , 3 6 1 人  

 施 設 入 所 支 援 は 、 成 果 目 標 と し て 平 成 ２ ９ 年 度 末 の 施 設 入 所 者 数

を １ ， ３ ６ １ 人 と し て お り 、 目 標 数 値 に 基 づ い た 見 込 量 と し ま す 。  

 

４  指 定 相 談 支 援  

( 1 )計 画 相 談 支 援  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

月 あたり利用人員 4 , 3 9 0 人  5 , 6 7 2 人  6 , 9 5 3 人  

 国 の 基 本 指 針 で は 、 平 成 ２ ７ 年 度 以 降 に つ い て は す べ て の 障 が い

福 祉 サ ー ビ ス 利 用 者 を 計 画 相 談 支 援 の 対 象 と す る こ と と さ れ て い ま

す が 、 す べ て の 利 用 者 に 対 応 可 能 な 提 供 基 盤 の 確 保 が 困 難 な 状 況 に

あ り ま す 。  

よ っ て 第 ４ 期 計 画 で は 、 毎 年 の 相 談 支 援 専 門 員 の 増 加 数 を 踏 ま え

た う え で 、 こ れ ま で の 実 績 の 推 移 か ら 、 平 成 ２ ９ 年 度 の 支 給 決 定 者

数 を 26 , 0 8 3 人 と 見 込 み 、 う ち 介 護 保 険 と の 併 用 者 及 び セ ル フ プ ラ
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ン 提 出 者 を 除 く 、 計 画 相 談 支 援 の 対 象 20 , 3 5 0 人 に 対 応 で き る よ う

見 込 量 を 設 定 し ま す 。  

 

( 2 )地 域 移 行 支 援  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

月 あたり利用人員 6 5 人  6 5 人  6 5 人  

入 所 施 設 か ら の 地 域 移 行 者 数 の 見 込 み と 入 院 中 の 精 神 障 が い の あ

る 人 の 地 域 移 行 者 数 の 見 込 み 、 さ ら に １ ８ 歳 以 上 の 障 が い 児 施 設 入

所 者 の 地 域 移 行 者 数 及 び 矯 正 施 設 等 か ら の 地 域 移 行 者 数 の 見 込 み を

合 算 し て 、 平 成 ２ ９ 年 度 ま で の 見 込 量 を 設 定 し ま す 。  

 

( 3 )地 域 定 着 支 援  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

 月あたり利用人員  2 5 3 人  3 2 3 人  3 8 2 人  

 地 域 に お い て 単 身 で 障 が い の あ る 人 の 数 や 同 居 し て い る 家 族 に よ

る 支 援 を 受 け ら れ な い 障 が い の あ る 人 の 数 に 、 入 所 施 設 ・ 入 院 中 の

精 神 障 が い の あ る 人 ・ １ ８ 歳 以 上 の 障 が い 児 施 設 入 所 者 ・ 矯 正 施 設

等 か ら の 各 地 域 移 行 者 数 の う ち 地 域 定 着 支 援 の 対 象 と な る 人 の 数 を

合 算 し て 見 込 量 を 設 定 し ま す 。  

 

５  障 が い 児 支 援  

( 1 )児 童 発 達 支 援  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

月あたり実利用人員 

 及 び 利 用 日 数  

1 , 3 8 5 人  

9 , 0 9 3 日  

1 , 5 7 7 人  

9 , 9 1 3 日  

1 , 7 6 9 人  

1 0 , 7 3 3 日  

児 童 発 達 支 援 は 、 平 成 ２ ４ 年 以 降 、 多 く の 事 業 所 が 開 設 し 、 利 用

が 大 幅 に 増 加 し て お り 、 今 後 に お け る 利 用 ニ ー ズ も 高 い こ と か ら 、
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こ れ ま で と 同 様 の 利 用 者 の 増 加 が あ る も の と し て 、 直 近 の 増 加 状 況

も 踏 ま え て 見 込 量 を 設 定 し ま す 。  

 

( 2 )医 療 型 児 童 発 達 支 援  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

月あたり実利用人員 

 及 び 利 用 日 数  

7 2 人  

7 6 4 日  

7 2 人  

7 6 4 日  

7 2 人  

7 6 4 日  

医 療 型 児 童 発 達 支 援 の 利 用 状 況 は 、 概 ね 一 定 水 準 で 推 移 し て お り 、

ま た 、 サ ー ビ ス 提 供 が 可 能 な 設 備 や 人 員 体 制 を 整 備 し て い る 事 業 所

は 限 ら れ る た め 、 新 規 事 業 所 の 増 加 も 見 込 め な い 状 況 が あ り ま す 。  

そ の た め 、 今 後 も 現 在 の サ ー ビ ス 提 供 量 が 継 続 す る も の と し て 見 込

量 を 設 定 し ま す 。  

 

( 3 )放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

月あたり実利用人員 

 及 び 利 用 日 数  

2 , 5 2 7 人  

3 1 , 4 3 6 日  

2 , 9 7 3 人  

3 6 , 9 9 3 日  

3 , 4 1 7 人  

4 2 , 5 1 8 日  

放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス は 、 平 成 ２ ４ 年 以 降 、 多 く の 事 業 所 が 開 設

し 、 利 用 が 大 幅 に 増 加 し て お り 、 今 後 に お け る 利 用 ニ ー ズ も 高 い こ

と か ら 、 こ れ ま で と 同 様 の 利 用 者 の 増 加 が あ る も の と し て 、 直 近 の

増 加 状 況 も 踏 ま え て 見 込 量 を 設 定 し ま す 。  

 

( 4 )保 育 所 等 訪 問 支 援  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

月 あたり訪問回数 8 2 回  1 0 5 回  1 2 8 回  

 保 育 所 等 訪 問 支 援 は 、 平 成 ２ ４ 年 度 か ら 新 た に 位 置 づ け ら れ た 支

援 で あ り 、 こ の 間 徐 々 に 増 加 し て き て お り 、 直 近 の 増 加 状 況 を 踏 ま

え て 見 込 量 を 設 定 し ま す 。  
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( 5 )障 が い 児 相 談 支 援  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

月 あたり利用人員 7 8 0 人  1 , 0 6 9 人  1 , 3 9 7 人  

 障 が い 児 相 談 支 援 に つ い て は 、 計 画 相 談 支 援 と 同 様 に 、 毎 年 の 相

談 支 援 専 門 員 の 増 加 数 を 踏 ま え た う え で 、 こ れ ま で の 実 績 の 推 移 か

ら 、 平 成 ２ ９ 年 度 に お け る 支 給 決 定 者 の う ち セ ル フ プ ラ ン 提 出 者 を

除 く 、 対 象 ３ ， ７ ９ ７ 人 に 対 応 で き る よ う 見 込 量 を 設 定 し ま す 。   
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第 ４ 章  地 域 生 活 支 援 事 業 に つ い て  

 

１  実 施 す る 事 業 の 内 容  

地 域 生 活 支 援 事 業 は 、 障 が い の あ る 人 が 自 立 し た 日 常 生 活 ま た は

社 会 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う 、 市 町 村 及 び 都 道 府 県 が 主 体 と な

っ て 、 そ の 地 域 の 特 性 や 利 用 者 の 状 況 に 応 じ た 柔 軟 な 事 業 形 態 に よ

る 事 業 を 効 率 的 ・ 効 果 的 に 実 施 す る こ と で 、 障 が い の あ る 人 の 福 祉

の 増 進 を 図 る と と も に 、 障 が い の 有 無 に か か わ ら ず 市 民 が 相 互 に 人

格 と 個 性 を 尊 重 し 安 心 し て 暮 ら す こ と の で き る 地 域 社 会 の 実 現 を め

ざ す も の で 、 大 阪 市 で は 主 に 以 下 の 事 業 を 実 施 し て い ま す 。  

こ の 計 画 で は 、 全 て の 市 町 村 が 実 施 す る こ と と な っ て い る 「 必 須

事 業 」 を 中 心 に 、 事 業 量 の 見 込 み を 定 め て い ま す 。  

本 地 域 生 活 支 援 事 業 に お け る 計 画 数 値 は 必 要 な サ ー ビ ス 量 等 の 見

込 み で あ り 、 こ れ を 提 供 量 の 上 限 と す る こ と を 意 図 す る も の で は あ

り ま せ ん 。  

【 必 須 事 業 】             【 任 意 事 業 】  

○  理 解 促 進 ・ 研 修 啓 発 事 業   ○  訪 問 入 浴 サ ー ビ ス 事 業  

○  自 発 的 活 動 支 援 事 業       ○  日 中 一 時 支 援 事 業  

○  相 談 支 援 事 業         

○  成 年 後 見 制 度 利 用 支 援 事 業    

○  成 年 後 見 制 度 法 人 後 見 支 援 事 業  

○  地 域 自 立 支 援 協 議 会                 

○  発 達 障 が い 者 支 援 セ ン タ ー 運 営 事 業   

○  障 が い 児 等 療 育 支 援 事 業    

○  日 常 生 活 用 具 給 付 事 業  

○  移 動 支 援 事 業  

○  地 域 活 動 支 援 セ ン タ ー 事 業  

○  手 話 奉 仕 員 養 成 研 修 事 業  

○  専 門 性 の 高 い 意 思 疎 通 支 援 を 行 う 者 の 養 成 研 修 事 業  

○  専 門 性 の 高 い 意 思 疎 通 支 援 を 行 う 者 の 派 遣 事 業  
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 ２  事 業 量 の 見 込 み  

 

〔 必 須 事 業 〕  

( 1 )  理 解 促 進 ・ 研 修 啓 発 事 業  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

実 施 の 有 無  有  有  有  

 障 が い お よ び 障 が い 者 へ の 理 解 を 深 め 、 障 が い 者 の 自 立 と 社 会 参

加 の 促 進 を 図 っ て い け る よ う 、 「 障 が い 者 週 間 」 を 中 心 と し た 積 極

的 な 啓 発 事 業 を 推 進 し ま す 。  

 

 ( 2 )  自 発 的 活 動 支 援 事 業  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

実 施 の 有 無  有  有  有  

身 体 障 が い の あ る 人 に 対 し 、 ス ポ ー ツ ・ 文 化 活 動 の 場 を 提 供 す る

こ と に よ り 、 社 会 参 加 の 機 会 を 確 保 し 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ

ル ・ 生 活 ス キ ル な ど の 向 上 や 社 会 性 を 身 に つ け る こ と で 地 域 で の 自

立 し た 社 会 生 活 を 支 援 し ま す 。  

 

( 3 )  相 談 支 援 事 業  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

① 相 談 支 援 事 業  2 5 箇 所  2 5 箇 所  2 5 箇 所  

② 住 宅 入 居 等  

支 援 事 業  
2 4 箇 所  2 4 箇 所  2 4 箇 所  
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( 4 )  成 年 後 見 制 度 利 用 支 援 事 業  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

箇 所 数  

年 間 実 利 用 者 数  

２ ４ 箇 所  

5 4 人  

２ ４ 箇 所  

5 6 人  

２ ４ 箇 所  

5 8 人  

 

( 5 )  成 年 後 見 制 度 法 人 後 見 支 援 事 業  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

箇 所 数  1 箇 所  1 箇 所  1 箇 所  

 

( 6 )  地 域 自 立 支 援 協 議 会  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

箇 所 数  ２ ５ 箇 所  ２ ５ 箇 所  ２ ５ 箇 所  

 

 ( 7 )  発 達 障 が い 者 支 援 セ ン タ ー 運 営 事 業  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

箇 所 数  

年間利用者数（実人数） 

１ 箇 所  

1 , 0 8 0 人  

１ 箇 所  

1 , 0 6 0 人  

１ 箇 所  

1 , 0 4 0 人  

発 達 障 が い 者 支 援 セ ン タ ー に よ る 啓 発 ・ 研 修 ・ 機 関 支 援 の 充 実 や 、

各 区 保 健 福 祉 セ ン タ ー の 相 談 体 制 の 強 化 、 発 達 障 が い 児 専 門 療 育 機

関 、 ペ ア レ ン ト ・ ト レ ー ニ ン グ 等 親 支 援 講 座 の 充 実 に 伴 い 、 幼 児

期 ・ 学 齢 期 等 の 利 用 者 が 緩 や か に 減 少 す る と 見 込 ん で い ま す 。  

 

( 8 )  障 が い 児 等 療 育 支 援 事 業  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

箇 所 数  １ ０ 箇 所  １ ０ 箇 所  １ ０ 箇 所  
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( 9 )  日 常 生 活 用 具 給 付 事 業  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

①  ①介護訓練支援用具 2 5 4 件  2 5 4 件  2 5 4 件  

②自立生活支援用具 1 , 0 5 6 件  1 , 0 5 6 件  1 , 0 5 6 件  

③在宅療養等支援用具 5 1 3 件  5 1 3 件  5 1 3 件  

④情報・意思疎通支援用具 1 , 6 0 0 件  1 , 6 0 0 件  1 , 6 0 0 件  

⑤排泄管理支援用具 5 9 , 8 3 8 件  6 1 , 4 2 3 件  6 3 , 0 0 8 件  

⑥ 住 宅 改 修 費  1 4 0 件  1 4 0 件  1 4 0 件  

日 常 生 活 用 具 合 計  6 3 , 4 0 1 件  6 4 , 9 8 6 件  6 6 , 5 7 1 件  

給 付 件 数 の 大 多 数 を 占 め る 排 泄 管 理 支 援 用 具 （ ス ト マ 、 紙 お む つ ）

に つ い て は 近 年 の 給 付 実 績 の 増 加 状 況 を 踏 ま え て 見 込 量 を 設 定 し ま

す 。  

そ の 他 の 日 常 生 活 用 具 に つ い て は 、 近 年 の 給 付 実 績 が 概 ね 一 定 の

水 準 で 推 移 し て い る 状 況 を 踏 ま え て 、 現 在 の 給 付 実 績 が 継 続 す る も

の と し て 見 込 量 を 設 定 し ま す 。  

情 報 ・ 意 思 疎 通 支 援 用 具 に つ い て は 、 情 報 バ リ ア フ リ ー 事 業 （ １

回 限 り の 補 助 ） か ら の 移 行 に よ り 、 平 成 ２ ６ 年 度 か ら 耐 用 年 数 経 過

後 の 更 新 が 可 能 に な っ た た め 、 そ の 給 付 件 数 も 見 込 ん で い ま す 。  

 

 ( 1 0 )  移 動 支 援 事 業  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

月 あたり利用人員 

 及 び 利 用 時 間  

5 , 5 1 2 人  

1 2 9 , 1 6 7 時 間  

5 , 8 3 3 人  

1 3 6 , 9 3 1 時 間  

6 , 2 2 1 人  

1 4 6 , 1 7 4 時 間  

外 出 時 の 支 援 に つ い て は 今 後 の 利 用 ニ ー ズ が 高 く 、 こ れ ま で と 同

様 の 増 加 が 継 続 す る も の と 見 込 ま れ る こ と か ら 、 近 年 の サ ー ビ ス の

伸 び 率 を 基 本 と し て 見 込 量 を 設 定 し ま す 。 平 成 ２ ６ 年 度 か ら 重 度 訪

問 介 護 の 対 象 者 が 拡 大 さ れ た た め 、 重 度 訪 問 介 護 へ 移 行 す る 利 用 者
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の 影 響 を 勘 案 し て 見 込 量 を 設 定 し ま す 。  

 

 ( 1 1 )  地 域 活 動 支 援 セ ン タ ー  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

生 活 支 援 型  9 箇 所  9 箇 所  9 箇 所  

活 動 支 援 Ａ 型  4 6 箇 所  4 6 箇 所  4 6 箇 所  

活 動 支 援 Ｂ 型  9 箇 所  9 箇 所  9 箇 所  

 生 活 支 援 型 に つ い て は 、 精 神 障 が い の あ る 人 の 相 談 支 援 と 地 域 活

動 支 援 の 機 能 を 併 せ 持 つ 専 門 的 機 関 の 役 割 を 担 っ て お り 、 平 成 ２ ７

年 度 以 降 に つ い て も 、 現 在 の 箇 所 数 を 見 込 量 と し ま す 。  

活 動 支 援 型 に つ い て は 、 平 成 ２ ４ 年 度 以 降 、 利 用 が 減 少 し て お り 、

箇 所 数 も 減 少 し て い ま す が 、 今 後 に お け る 見 込 量 と し て は 現 在 の 箇

所 数 が 継 続 す る も の と し て 設 定 し ま す 。  

 

( 1 2 )  手 話 奉 仕 員 養 成 研 修 事 業  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

年 間実利用者数 9 2 0 人  1 , 0 0 0 人  1 , 0 8 0 人  

 

( 1 3 )  専 門 性 の 高 い 意 思 疎 通 支 援 を 行 う 者 の 養 成 研 修 事 業  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

手 話 通 訳 者 ・

要 約 筆 記 者  

養 成 事 業  

7 2 人  3 2 人  7 2 人  

盲 ろ う 者 通 訳 ・

介 助 者 養 成 事 業  
1 8 人  1 8 人  1 8 人  
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要 約 筆 記 者 の 養 成 は 隔 年 実 施 の た め 、 平 成 ２ ８ 年 度 に つ い て は 手

話 通 訳 者 の み 見 込 み ま す 。  

 

( 1 4 )  専 門 性 の 高 い 意 思 疎 通 支 援 を 行 う 者 の 派 遣 事 業  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

手 話 通 訳 者 ・

要 約 筆 記 者  

派 遣 事 業  

3 8 6 人  

2 , 9 1 8 件  

4 2 6 人  

3 , 1 8 1 件  

4 6 0 人  

3 , 4 3 1 件  

盲 ろ う 者 通 訳 ・

介 助 者 派 遣 事 業  

3 4 人  

4 , 8 3 2 件  

3 5 人  

4 , 9 7 3 件  

3 6 人  

5 , 1 1 6 件  

 

 

〔 任 意 事 業 〕  

( 1 5 )  訪 問 入 浴 サ ー ビ ス 事 業  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

年 間 延 べ 件 数  1 6 , 3 6 2 件  1 6 , 3 6 2 件  1 6 , 3 6 2 件  

訪 問 入 浴 サ ー ビ ス 事 業 は 、 対 象 者 数 ・ 利 用 者 数 と も 横 ば い で あ り 、

近 年 の 実 績 の 増 等 を 踏 ま え て 第 ３ 期 計 画 で の 見 込 量 を 修 正 し ま す 。  

 

 ( 1 6 )  日 中 一 時 支 援 事 業  

事 業 量 の 見 込  平 成 ２ ７ 年 度  平 成 ２ ８ 年 度  平 成 ２ ９ 年 度  

月 あたり利用人員 

 及 び 利 用 日 数  

2 0 7 人  

8 6 9 日  

2 0 7 人  

8 6 9 日  

2 0 7 人  

8 6 9 日  

日 中 一 時 支 援 は 、 平 成 ２ ４ 年 度 以 降 、 利 用 者 が 減 少 し て い ま す が 、

現 在 の サ ー ビ ス 提 供 量 が 継 続 す る も の と し て 見 込 量 を 設 定 し ま す 。  

 

  


